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初めてのキューバ 

          木村 建一 

 

今なぜキューバか 

 

は以前からキューバを訪れたいとは

思っていたが、なかなかそのチャンス

が巡ってこなかった。とかく敬遠しが

ちな国ではあったけれども多くの遺跡もあるし、

一度行けばまたいきたくなる国だということも

話に聞いていた。ニューヨークに住むヴァイオ

リニストの娘が 10 年ほど前にキューバを訪れ

たことがあり、面白い話を聞いていたので、い

つか行ってみたいという気持ちはもっていた。 

それとなくチャンスを窺っていたところ、首

都のハバナでサステナブル建築の国際会議があ

るという案内が届いた。それは 2015 年の暮だ

ったが、しばらく放っておいたところ、いつの

間にかアブストラクト提出の締め切りが迫って

いて、2016 年の 3 月末になっていた。 

 これまでの経験から多分少し位遅れても構わ

ないと思って、先方の事務局に問い合わせたと

ころ、どうぞ出してください、ということにな

った。メールも始めは、こちらから英語で書い

ても返事はスペイン語できたりした。誰か他に

日本人が来るかと聞いてみたら、私だけだとい

うので、 だんだん本当に行く気になってきた。 

 

アメリカとキューバ 

 

本は戦前からキューバとは国交があ

り、大使館もあるし、キューバに定住

する日本人も 1000 人を超える。とこ

ろがアメリカは地理的に近いため、キューバを

植民地化しようとしてバチスタ政権と手を組み、

繁栄していたかに見えた。しかし、抑圧された

民衆の怒りが爆発した結果、1959 年のキューバ

革命となった。カストロ議長が主導する社会主

義国家となって、ソ連に近づき、ソ連がキュー

バにミサイル基地を設置して、1962 年のいわゆ

るキューバ危機が起こった。ケネディ大統領が 

 

フルシチョフ首相を説得して、トルコにアメリ

カが設置したミサイル基地と引き換えにソ連の

基地が撤去された。こうして危機は回避された。

しかし民衆のアメリカを嫌う心は今もなお失わ

れていないように見える。 

 

カナダの果たした役割 

 

までよく知らなかったが、2015 年に

キューバとアメリカとが国交を回復

した陰にはカナダの果たした役割が

大きかった。カナダはイギリスから独立した国

で、アメリカと国境を接していることもあり、

経済的にはアメリカと同体ではあるが、思想的

にはイギリスに近く、政権も保守系と革新系と

がよく入れ替わっている。 

革新系のトリュドー首相はキューバとアメリ

カとの国交正常化の下工作を 1 年半ぐらいかけ

て行ってきたといわれる。 

 国交回復以後もアメリカとキューバとの間に

は空路の直行便がなかったが、以前からカナダ

航空はキューバのいくつかの都市の間で就航し

ていた。日本からはトロント乗換 1 回だけでハ

バナへ飛ぶのが簡便で、日本人がよく利用して

いる。ただハバナ着が 22:50 で、ハバナ発が 7:00

実 

日 
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というのが旅行者にとっては苦しい。 

 トロントからハバナへ向かう機内で配布され

た Globe and Mail というカナダの新聞の第 1 面

に、トリュドー首相がキューバのラウル・カス

トロ議長を訪れて、笑顔で抱き合っている写真

が載っていた。折しもトランプ次期大統領の出

現で、またキューバとの関係がどうなるか心配

されていた時で、カナダとの友好関係は変わら

ないことを確認するための訪問であった。 

 
トリュドー首相に寄り添うラウル・カストロ議長（20161116 ハ

バナにて）Global & Mail, 17 Nov. 2016 

 

ハバナ到着 

 

定より 20 分ほど早く着いたが、迎え

に来てくれる筈のホテルの人が来て

いない。空港の両替所で持ってきた

ユーロ紙幣をキューバの紙幣と交換した。よく

ボードを見ると、日本円とも両替できるように

なっていたので、少し替えてみた。米ドルはダ

メだった。ホテルに電話してしてみると、タク

シーで来なさいといわれた。夜遅いというのに

人は大勢いて、タクシーも沢山待っていた。20

分ほどでホテルに着き、チェックインすると、

要求通りちゃんと禁煙ルームがとってあって安

心した。キューバは砂糖と煙草とが有名と聞い

ていたので、ひょっとすると煙草の匂いがプン 

プンかと心配していたが、それは杞憂だった。。 

 すでに時計は 12 時を回っていた。24 時間オ

ープンのバーでウエルカム・ドリンクがあると

いうので、そこへ行き、娘が知っていた名物の

モヒートというラムベースに薬草の入ったカク

テルを賞味した。なお、娘まりはニューヨーク

からトロントまで来て、そこでわれわれ夫婦と

うまく合流したのだった。 

 

 ホテルは欧米風の高級ホテルで、ツインルー

ムを予約してあったが、娘は自分でホテルに電

話してエクストラベッドを入れてくれるように

注文してあった。心配していたが、その通りに

なっていた。バスタブやトイレも清潔で、サー

ビスもよく行き届いていた。WiFi は 1 時間５ド

ル相当の券を買って、それに記してあるパスワ

ードを自分の PC に入れる形式だった。日本や

欧米にもあるが、不便だった。 

 

初日の行動 

 

はゆっくり起きて、大きな窓から外を

見ると、晴天でカリブ海の大海原がウ

ルトラマリンに輝き、浜辺に白波が勢

いよく打ち砕けていた。ヨットや海辺の人影は

終日見えなかった。 

予 

朝 
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 朝食は日本のホテルと同じバイキング形式だ

ったが、キューバ料理で何でも美味しく食べる

ことができた。給仕さんが魔法瓶に入れた真っ

黒に近いキューバコーヒーと温かいミルクを半

分づつコップに注いでくれる。砂糖を入れなく

てもこれがとてもおいしい。パン、ソーセージ

類、卵、サラダ、フルーツなど多くの種類が取

り揃えてあり、砂糖の国らしくデニッシュのよ

うな甘いパンが目に止まる。太った人が多いの

は後日街中でも際立っていた。団体客が多く、

テーブルクロスも整えられていて清潔感があっ

た。 

 

 長旅の疲れもあり、時差ボケ解消の意味もあ

って、初日はホテルの内外を歩き回って過ごし

た。ホテルの前の大通りには、ハバナ名物の

1950－60 年代の色とりどりに塗装した車が時

折走っていた。昔のアメリカにタイムスリップ

したような感覚を覚えた。車通りは少なく、や

はり物質的にはあまり恵まれていない状況が感

じられた。道路はよく舗装されていたが、それ

はアメリカ人が大勢住んでいたころのレガシー

でもあったようだ。出発前、どのようなことが

起こるかわからなかったので、国際会議が始ま

る２日前に来ておいた。それで、発表の準備も

しなくてはならなかったが、２日目は日曜日で、

タクシーに乗って、旧市街に出てみた。 

 

 海岸通りをっ真っ青な海を横目で見ながら進

み、カテドラルの近くで降ろしてもらう。すぐ

旧市街の雰囲気が漂う細い道を歩くと、広場に

出て、真正面に白く輝くカテドラルの威容が眩

しく輝く。11 月というのにギラギラと照りつけ

る太陽のもと、広場に立つ人は少なく、皆周囲

の建物のコロネードや日陰に引っ込んでいる。 

世界遺産の街並みを歩くと、スペイン植民地

時代の立派な装飾のある建物が軒を連ねている

が、中には復元工事をして昔の姿を取り戻そう

とする国の姿勢も垣間見ることができた。 

 

大きなクラシックカーの前でにっこりしてい

る老夫婦を見かけた。日本人には好意を持って

いる人が多いと聞いていたので、カメラを向け

ると笑顔を作ってくれた。 

 旧市街は大体碁盤の目のように縦横の道路が
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通っている。少し南へ足を延ばすと、東西方向

に通る有名な繁華街オビスポ通りへ出る。 

四つ角に大きな天井の高いカフェがあって、

喉も乾いてきたし、そこに足を踏み入れてみる

と、白いお揃いの服を着た 4 人組の楽隊が演奏

していた。 

 

 

そこに腰を下ろして、モヒートを注文する。

それを味わいながらテーブルにスケッチブック

を広げて絵を描きはじめた 。大きな扉が開け

っ放しなので、大勢の街ゆく人たちとその背景

に建つ古風な装飾のある建物も目に入る。 

 そのあと店を覗いたりしているうちに、革命

博物館に行ってみようということになった。天

井の高い立派な博物館で、カストロやゲバラな

どの活動の写真や多くの資料の展示を見ること

ができた。 

タニアさんとの会食 

 

かなり草臥れたので、一度ホテルへ戻って 

一休みしてから、3 人で夕食に出かけた。実は娘

の知り合いのキューバ人でニューヨークに住む

有名な Tania Leon という女流音楽家が今ちょ

うどハバナにいて、今日なら都合がいいという

ので夕食の約束を前もってしていた。それで旧

市街のサンフランシスコ広場に面する Café de 

Oriente というレストランで会うことになった。

2002 年に香港で彼女が作曲したヴァイオリン

曲を娘が演奏したのだが、その日に合わせて私

は上海での国際会議に参加する前に香港に立ち

寄ったので、3 人で一緒に上海蟹を味わった。そ

のときのことを思い起こしたが、タニアさんも

それをよく覚えていて、懐かしい思い出を共有

することができた。 

 

 シャンパンで乾杯し、そのあと本場のキュー

バ料理を楽しむことができた。 

 

国際会議 

 

際会議は 11 月 21 日の月曜日から始

まった。ホテルからタクシーで 15 分

のところに立派な国際会議場がある。

会議の登録は別棟にあって、胸から下げるバッ

ジと会議のプログラム、論文集の CD,が入った

バッグ、別に 5 日分の昼食券を受け取った。 

開会式は 2000 人ぐらいが収容できるゴージ

ャスな本会議場で行われた。会議の主催はキュ

ーバ理工学建築大学 CUJAE で、第 52 回の記念 

国 
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国際会議と銘打って、17 の分野で一斉に開催

された大規模なものであった。私が参加したの

はその中の 1分野である略称MACDES 2016と

呼ばれる国際会議で、正式なスペイン語では 

“IV Congreso Internacional Medio Ambiente 

Construido y Desarrollo Sustenable” 

で、英語訳は、“International Cngress of Built 

Environment and Sustainable Development”と 

なっていたが、私は勝手に「サステナブル建築・

都市の国際会議」と称することにした。 

 
 さて本会議場での開会式は、前記の 17 分野の

参加者全員が一堂に会して行われたので、壮大

な雰囲気であった。予定より 10 分ぐらい遅れて

ステージの雛壇には約 20 名の役員がずらりと

並んで着席した。広い会場なので大型のスクリ

ーンが左右の上方に設けられ、向って左端に演

壇とキューバの国旗が設置された。最初に全員

起立して国家の斉唱があった。まず議長の挨拶

があり、続いて 2 人の教授の挨拶があった。 

開会式は約 30 分程度で終了したと思ったら、

突然キューバの音楽が鳴りだし、舞台の袖から

美人のソロダンサーが踊りだした。そのキュー 

 

 
バダンスは約 5 分間続き、なかなか見ごたえが

あった。 

 ホワイエに出て、大勢の人があちこちで立ち

話をしていたが、誰一人知っている人がいない。 

本来なら前日までに大学などに挨拶に行って主

催者と顔馴染みになっておくべきなのだが、前

日が日曜日だったためにそれができなかった。

仕方なくそれらしい人を探してみる。メールで

交信していた前記 MACDES の代表者で、Dania 

Gonzalez Couret という貫禄のある女性教授を

探すことにした。うろうろしていると、それら

しい人が数人の秘書らしい女性に囲まれて盛ん

にお喋りしていた。思い切って一人の秘書らし

い女性にダニアさんを知らないか、と聞いたら、

それがその女性教授だった。すぐ近寄って名乗

りでたら、「ああ、木村さんですか、よくいらっ

しゃいました」と私の名前を憶えていてくれた。

そういえば秘書の女性も何となくうろうろして

いる私の方を気にしていたようだった。  

やがて昼食の時間になり、国際会議場の地下

にあるBucanという名の巨大なレストランに連 
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れていかれた。空いていた長いテーブルの両側 

に向かい合わせに着席したが、ダニア・ゴンザ

レス教授の向かいの席を私に指定してくれた。

そこでダニアさんの隣にはイタリアのマルコ・

サラ教授と夫人が、私の隣にはイギリスのペイ

ン教授が着席し、そのほかダニアさんの弟子達

や秘書の方々も総勢 20 人くらいが同じテーブ

ルに着いた。まずビールで乾杯したあと、肉や

野菜の煮つけが盛られた大きな皿が銘々に運ば

れてきた。私は朝食をホテルで腹いっぱい食べ

てきたし、普段でも昼食はコーヒーと菓子パン

ぐらいで済ましているので、頑張ってもその大

皿の料理の半分ぐらいしか口に入らなかったが、

教授も女性たちもぺろりと平らげていた。それ

だけ見てもキューバ人の食生活は貧しいのだと

いうことを感じた。後で聞いた話だが、キュー

バでは今でも食料は配給制だという。日本で戦

後のむなしい配給制度を思い出した。 

食事中にラム酒とコカ・コーラのフルボトル

がテーブルの真ん中にでんと置かれた。ラム酒

をコーラで割って飲むクーバ・リーブレ（意味

は自由のキューバ）という名のカクテルを各自

作って飲む。これは以前から私も知っていたが、

皆どんどん杯を空けていた。キューバでは大衆

的な飲み物で、混ぜる割合は人それぞれの好み

で決められる。決して無理強いはしない。こう

して毎日の昼食は同じように私の席はダニア・

ゴンザレス教授の向かい側で、料理は毎日異な

るけれども、皆同じものが配られる。食事の途

中で、登録時に配られた昼食券を給仕さんが引

き取りにくる。後に分かったことだが、これは

重要なことだった。 

 

夜の観劇 

 

気なキューバ人は、どんちゃん騒ぎが

好きだという。この日の夜、食事をし

ながら歌や踊りを観て楽しむことも

経験しておくことも必要かと思って、ホテルの

コンシェルジュで市内のシアター・レストラン

の予約をしてもらっておいて、出かけた。ほぼ

満席で、外国人の客が 多かったように思う。

テーブルごとに白い制服のウェートレスが注文

を聞きにきたり、料理を運んできたりする。 

 

ステージからかなり遠い席だったので、演者の

表情などははっきりしなかったが、陽気なキュ

ーバ人の一面に接することができた。最後まで

いると帰りのタクシーがなくなるかと思って、

少し早めに引き揚げた。 

 

陽 
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会議の 2日目（11月 22日） 

 

の発表は 3 日目に設定されていたの

で、どんな風に会議が進行するのかに

関心があった。パワーポイントなども

どういう風に作っておけばいいのかも分からな

かった。特に会議の公用語はスペイン語と英語

とであったが、ほとんどの発表がスペイン語だ

ったので、ひょっとすると同時通訳は不完全な

ものではないかと案じ、パワーポイントにはス

ペイン語も併記したほうがいいかと考えたほど

だった。しかし 2 日目の発表を聞いてみたとこ

ろ、それは取り越し苦労であることがわかった。 

 会議のプログラムはすべてスペイン語だった

ので、大事なところを見落としていた。初日は

全体会議の開会式であって、2 日目の朝 9 時か

らは前記の「サステナブル建築・都市」の会議

の開会式が第 3 会議場で行われていたのに出席

し損なった。そこではダニア・ゴンザレス教授

が取り仕切っていたのに失礼してしまった。そ

の第 3 会議場は日本の建築学会のホールより少

し大きめの規模で、天井も高く、同時通訳のブ

ースも後方上部に設置されていた。 

 

セッションは毎日午前と午後に一つずつ設定

されていて、１題の発表時間は１０分で、各セ

ッションの始めに５０分の招待講演があった。

その構成を当初見分けがつかず、特に大事なマ

ルコ・サラ教授の招待講演を聞き逃してしまっ

た。内容は後日 CD を見ればいいことだが、残

念なことをした。 

 

翌日の自分の発表に備えて、夕食はホテルの

レストランで軽く済ませた。 

 

第 3 日目（11 月 23 日）自分の発表 

。 

体のプログラムがメールで届いたの

は会議の始まる 2 週間ぐらい前であ

った。第 1 の関心事は私の出番の日

時と発表時間とであって、それは第 3 日の 10 時

から 10 分間であることが分かったので、それ以

外の詳しいことは調べてみる余裕がなかった。

そのこのことを知ってから、ようやく本気にな

ってパワーポイントの作成にとりかかる気分が

高まってきた。 

 さて、発表の当日は、セッションの開始は 9

時だったので、私の PPT が入った USB メモリ

ーを何時どこで渡すのか、それとも自分の PC

で写すのか判っていなかった。8 時半ごろ会場

に着き、誰かに聞いてみたところ、ホワイエの

端っこに会議全体の発表者の USB メモリーを

受け取るブースがあって、すでに大勢の人が並

んでいるのに気が付いた。よく見るとスペイン

語で USB メモリーの受付所という小さな看板

があったので、前日に確認しておくべきだった。

とりあえず行列の最後尾について順番を待って

いると、案外列は早く進み、私の番になった。 

すぐ私の USB メモリーを PC の操作員に渡す

と、すぐ彼はそれを彼の PC に差し込み、私の

沢山のファイルの中から、これでいいかと指差

したので、それだと言ったら、それで OK だっ

私 

全 



 

120 

 

た。結局そのあとで、多くのセッションの中か

ら私のセッションの演壇の PC にいつの間にか

取り込まれていた。 

皆相当に会議慣れしているな、と感じた。そ

して私の発表の時がきて、演壇に立つと、すで

に私のプレゼンテーションの最初のスライドが

スクリーンに映しだされていた。 

 

 

 

私のほうが戸惑ってしまって、演壇の PC を

見ながら喋ればいいのに、スクリーンを横目で

見ながら喋っていると、座長のダニア教授が壇

から床に降りた方がスクリーンがよく見えます

よ、と言われた。それで壇から降りるとそこに

も別のモニターがあって、結局それを見ながら

喋ることになった。 

 私の発表の内容は、ここで紹介するほどのも

のではないが、簡単に説明しておこう。表題は

「蒸暑気候の日本におけるサステナブル住宅」

であって、まず東京とハバナの気候とを比較し

て、東京の夏とハバナの夏とはほぼ同じだが、

東京には冬もあるが、ハバナの冬は多少暑いが

乾季でとても過ごしやすい気候で、ちょうどこ

の 11 月に国際会議開かれるのは最適だとお世

辞を述べた。続いて蒸暑気候に適合するように

工夫された日本の民家の特徴として、蒸発冷却

効果のある茅葺屋根の家と寝殿造りのような風

通しのいい家とがあって、現存する日本最古の

民家である神戸の箱木千年家での真夏の実測結

果を説明した。次に私が過去に経験したソーラ

ーハウス数件の概要を紹介し、最後に最近建設

された 2 件のゼロエネルギー住宅の実測例を紹

介した。 

 座長のダニア・ゴンザレス教授から、私の次

の発表者は欠席なので、10 分では足りないだろ

うから 15 分あげるという特別の許しを得てい

たので、多少気を許してしまい、18 分ぐらいに

なってしまった。 

 最後にこのセッションの発表者 10 人ほどが

全員檀上に着席して質疑応答が行われた。いろ

いろな議論がかわされたが、よく覚えていない。

私が発表した民家の特徴は重要なことだという

コメントがアメリカ人から出た。 

 各登壇者の発表と質疑応答とを通して 2 人の

男性の同時通訳者がスペイン語と英語とを両方

巧みに使いこなしていてとても感心した。 

両方とも欧州語だから楽なのかも知れないが、

改めて日本語の不利さも実感した。 

  

 昼食後はポスターセッションがあった。サス

テナブル建築や都市計画のような提案が別室の

広間に飾られていて、誰でも自由に見たり、作

者に質問したりする形式で、これは他の会議で

もよくあるセッションの形式であった。 

 

ガラ・コンサート 

 

には旧市街のサンフランシスコ広場

に面した天井の高い聖堂で女性ばか

りの演奏会が開催された。Gala とプ夜 

妻も娘も私の英語で

の発表を聞くのは初

めてだったが、まあ

よかったんじゃな

い、と言ってくれた。 
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ログラムに書いてあったので、ひょっとすると

バンケットのようなイヴェントかと思ったら、

17 時から会議参加者とその家族など大勢が礼

拝の長椅子に腰かけて行事が始まるのを待って

いた。やがて、20 人ほどの楽器を携えた女性ば

かりの楽団が前方に並び、年配の女性の指揮で

演奏会が始まった。クラシックのような感じの

聞き覚えのない比較的静かな曲が奏でられ、約

1 時間にわたって演奏が続けられた。1 曲終わる

ごとに大きな拍手が起こっていた。昼間会議で

頭が研究などで草臥れた後だったので、一服の

清涼剤のような静かなひとときを楽しむことが

できた。 

 その聖堂の建築は祭壇の上部が戦禍か何かで

破壊されていたらしく、天井の黒い梁が何本か

交叉していた。ところが両側の側壁は祭壇の近

くまで古い建築のままで、柱のキャピタルな 

 

どもそのまま残っているが、それに続く祭壇の

側部は本物そっくりの絵が描かれていて、全く

実物と区別がつかないように立体的に見える。

とても巧みに描かれていて、吃驚した。 

 

演奏終了後、娘は前方へ行って、指揮者に会い、

しばらくの間質問など話をしていた。 

 そのあと近くのレストランに入り、軽食を済

ませてホテルへ帰った。タクシー乗り場には何

台かのクラシックカーのタクシーが待っていた

が、ちょうどそこへ外国人向きの黄色いタクシ

ーが来たので、それに乗った。 

別の日に乗ったクラシックカーの運転手は T

シャツなどの普段着で、運転もかなり荒いけど、

値段は制服を着た運転手の車の半額以下であっ

た。通貨も１CUC という外国人用のものと、人

民通貨として一般人用の１CUP という通貨が

ある。１CUC はほぼ１＄だが、１CUC は２５

CUC に相当するという。中国でも兌換券と人民

元とがあるが、キューバでも外貨を稼ぐ方便と

して 2 種の通貨を流通させているらしい。 

 

第４日（11月 24日） 

 

前の最初の特別講演は、ダニア・ゴン

ザレス教授が登場するというので、大

勢の聴衆が参会した。演題は、「ラテ

ン・アメリカのサステナブル都市―回顧と将来

展望」であった。この会議の組織委員長らしく

貫禄のある講演で、演題の通り多くのスライド

を交えて余裕綽綽といった雰囲気で、予定の 50

分間を身振り手振りよろしく喋りまくった。 

 

ダニア・ゴンザレス教授 Prof. Dr. Arch. Dania 

Gonzalez Couret のことは座長も紹介していた

が、インターネットを覗いてみると、詳しく出
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ていた。1955 年の生まれで、そういえば前日の

昼食のときに今日は私の誕生日だと言って、皆

からお祝いの言葉を受けていた。1979 年にハバ

ナ大学の建築学科を卒業し、建築家であり、工

学博士でもある。キューバの科学アカデミー 

の会員でもあり、論文標題を見ると、サステナ

ブル建築、都市計画、環境・エネルギー問題な

ど多方面の研究業績を持つ。彼女も前もって私

の経歴をインターネットで見て知っていたのか

も知れない。数日間の付き合いだったが、とて

もよくしてくださった。帰国後もすぐにお礼の

メールをいただいた。 

  

支倉常長のこと 

 

日の会議は午前中だけにして、午後は

娘が夜のリサイタルの準備があると

いうので、夫婦だけで旧市街に出かけ

た。モロ要塞が見える河口付近でスケッチをし

ようと思って、支倉常長の銅像があるところで、

タクシーを降ろしてもらった。 

 支倉常長は、17 世紀に伊達政宗の特使として、

ローマ法王に謁見する使命をもって、家来 180

名を従え、船でメキシコの太平洋岸に着き、陸

路を経てメキシコ東岸から船でキューバに渡っ

たとされる。ハバナでは一同歓迎され、それ以

来日本とキューバとは友好関係が築かれた。そ

れを記念して建てられた銅像は右手を斜め上に

あげて、ローマを指さしている。 

  

 支倉はその後スペインに渡り、陸路イタリア

を目指して進み、首尾よくローマ法王に謁見し、

洗礼を受けたとされる。400 年以上前にそんな

大成就を遂げたとは、想像を絶する。支倉常長

の銅像の足下に日本とキューバとの国旗のプレ

ートが友好の印として埋め込まれているのを見

ると、日本が追従するアメリカとキューバとの

国交回復によって日本人もキューバを訪れるこ

とが容易になった、というわけではないことを

実感した。そこでスケッチをしようとしたが、

カンカンと照りつける太陽で暑くてたまらない。

でも少し離れたところに木陰のベンチで休んで

いる人を見かけた。少し寄ってもらって腰かけ、

正面に見えるモロ要塞を描こうとしたが、手前

に水面があるだけで、全く前景がない。仕方な

くここはペン描きだけにした。 

 

 ここから南へ向かって歩き、フェルサ要塞の

脇を通ってアルメス広場に出る。少し喉も乾い

たし、スケッチのできるところで休憩しようと

して適当なところがないかと探していたところ、

白っぽい瀟洒なサンタ・イザベルホテルに入り、

そこの吹き抜けのカフェに腰かけて珈琲を飲み

ながら 1 枚絵を描いた。あとで案内書をよく見

ると、最も古いとされるフェルサ要塞に入るべ

きだと思った。 

 人通りの多いオビスポ通りに修復工事中の商

店があった。材木の足場を掛けて数人が働いて

いたが、その中に女性の職人もいた。 

 ちょっとした買い物をして、日曜日に入った

レストラン・バーは、ヘミングウェイがお気に

入りの赤い外壁が特徴のアンボス・ムンドス・

ホテルだった。その屋上に行けばいい眺めがあ 

当 
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ると聞き、古めかしいエレベーターに乗って屋

上に出ると、カフェがあった。運河を挟んで遠

くにモロ要塞の長い擁壁が午後の陽に映えて濃

緑の森と青い空がそれを支えるようにさえ見え

た。大型のクルーズ船が運河をゆっくりと滑る

ように進む。それを見ながら水彩画を描くが、

やがて 17 時の閉店の時間となってしまった。 

 

 

 Violin Recital of Mari Kimura 

 

のリサイタルが 19 時開始というので、

まだ時間があった。ちょっと腹ごしら

えをしておこうということになり、カ

フェテリアのようなところがないかとうろうろ

していたら、ようやく簡易食堂のような小店を

見つけてそこに入ってみた。小さい店なのに天

井が３ｍ以上もある。やはり夏の猛暑に対応す

るためだと思った。お客がいなくて閑散として

いたが、二人の外国人が入ってきた。 

 リサイタルの会場はヴィクトル・ユーゴとい

う名の小劇場で裏通りにあり、探すのに迷った

が、現地の若い女性が親切に教えてくれた。す

でに暗くなっていて、人通りもほとんどなかっ

た。警官も歩いていなくて安全だった。 

玄関を入ると広間があり、トイレに入ってみ

ると、洋便器だが便座がない。洗浄水がなくて、

水を入れたバケツが置いてある。トイレットペ

ーパーはないのが普通で、国際会議場でもブー

スの外に紙が置いてあったりする。現地人は紙

を携帯していて、それが普通だと思っているが、

詰まることもかなりあるらしく、このあたりが

途上国風かなと思う。ホテルでは日本と同じな

ので、心配はない。 

 このリサイタルは、前もって火曜日に夕食を

一緒にしたタニアさんが急いで企画してくださ

ったものだった。小さなビラを作って会議でも

何人かに手渡したが、午後のセッションと重な 

 

ったため、数人しか来てくれなかった。でもタ

ニアさんの関係で 80 人ぐらいの聴衆が集まっ

た。娘は、コンピューター音楽の作曲をニュー

ヨークのジュリアード音楽院で週に 1 回教えて

いるし、ヴァイオリンの G 線の開放弦で出す最

も低い音より１オクターブも低い音を出す弾き

方を以前開発していたので、ステージで引く前

に説明をしていた。その説明は英語だったので、

専門家の年配の女性が通訳をしてくれた。、そし

娘 
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て机の上にパソコンを置いてスピーカーに繋げ

て伴奏曲を流すと同時に自分も引くという演奏

を行った。 

 演奏終了後は大喝采で、スタンディング・オ

ベーションをいただいた。そのあと数人が娘に 

 

寄ってきて、いろいろと質問などをしていた。 

また自分の CD を 2 種類、彼らに差し上げてい

た。10 年以上前にもキューバに来たことがあっ

て、スペイン語も少しできる。まりは、娘とい

っても 54 歳。今働き盛りといってもいい年頃に

なってきたから、この程度の仕事はどうってこ

とはないのだろう。 

 

会議の最終日（11月 25日） 

 

初にイギリスのペイン教授が特開別

講演を行った。開発途上国のサステナ

ブル建築支援事業について、現地での

関わり合いを説明した。 

 次に、予定にはラウンド・テーブルと記され

ていたが、数人の登壇者がキューバの諸事情に

ついて、開発プロジェクト、ハバナ旧市街の再

開発、国連のレジリエンス・プログラム、リス

クマネジメント、 Cuba Solar, Sustainable 

development, 財政問題、地域主導の実施、など、

日本でも話題になっているような具体的な現況

の報告がおこなわれた。 

最後に委員長のダニア・ゴンザレス教授が会

議全体の総括報告を行った。すなわち、特別講

演が５題、ポスターが 62 編、論文が 85 題、参

加者が 13 か国から 120 名で、国別では Cuba, 

Columbia, Mexico, USA, Peru, Italy, Spain, 

Belgium, UK, Japan, Greece, Almenia, Sweden 

などであった。 

次回は 2018 年に開催する、と宣言し、5 日間

の国際会議は閉会した。 

ここでお世話になった皆さんとお別れし、昼

食を遠慮して、ハバナを後にすることになった。 

 

中央に Gonzalez 教授、左端に建築家の Dyra Gelbert さ

ん、右端にイギリスの Payne 教授 

 

サンタ・クララへ 

  

後 1 時に予約してあったワゴン車が

会議場に直結するパルコホテルの玄

関に迎えにきた。ところが、2 人の学

生が近寄ってきてスペイン語で何かまくしたて

てきた。何のことか分からなかったが、私の胸

にぶら下げている会議の参加バッジが欲しい、

ということがわかった。それは大事な記念のも

のだからダメだと言って断った。後から解った

ことだが、それがあるとランチが食べられるこ

とを知っていたのだった。それだけひもじい生

活をしているのか、と可哀そうになった。聞く

ところによると、キューバでは主食は配給制だ

という。日本の戦後、米穀通帳を持って米の配

給を受けたことを思い出した。 

 その専用車の予約は日本で旅行業者を通じて

ハバナのレイコツアーという日本人向けの旅行

会社に頼んであった。ハバナからサンタクララ

往復の車代とサンタクララの宿代とを含めて一

最 
午 
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括で支払いは帰国後に日本円で支払うというも

のだった。オプションとして日本語の通訳も依

頼してあった。 

 その車が迎えに来たとき、その通訳はキュー

バ人の年配の女性で名前はマリリンと云い、子

供のころから日本が大好きで、大学で日本語を

学んだという。運転手はアルゼンチン出身のラ

モスという背の高い褐色の肌の男性だった。 

 当初、私は 1 人で国際会議に出かけるつもり

で、ホテルも会議指定の割引ホテルにする予定

だった。しかし私も年寄になって、歩いていて

もよろけるし、物忘れもひどいので、妻が心配

だからついて行くと言い出した。ところが行く

以上は何か自分の興味のあることをして時間を

有効に使いたいというので、専門の女性労働問

題の調査をすることを企てた。キューバに直接

の知り合いはなかったが、キューバは社会保障

の行き届いた国で、折しも日本で LGBTI に関

する問題に関係していたこともあって、調べて

いるうちに、キューバで有名な女性労働運動家

がいることを突き止めた。 

 その人の名はマリエラ・カストロと云う、カ

ストロ議長の姪で、DV など女性差別に反対す

る運動の指導者であった。娘に問い合わせたと

ころ、キューバ人の伝手を辿って何とかその 

マリエラさんの秘書のメールアドレスを知るこ

とができた。妻がその人にメールを送ったとこ

ろ、しばらくして返事が来た。それによるとマ

リエラさんは 11 月 26 日なら会えるけど、その

日はハバナにいなくて、自宅のあるサンタクラ

ラに来てくれたら、ということだった。 

 ハバナでなら私の会議中にでも都合をつけら

れるのだったが、折角だからサンタクララへ皆

で行こうということにした。 

 その秘書に、どこで何時に会えるか、を問い

合わせたところ、11 時にサンタクララの文化セ

ンターでマリエラさんの講演が予定されている

ので、その講演のあとそこで会える、というこ

とになった次第。 

 サンタクララはキューバ革命で活躍したチ

ェ・ゲヴァラゆかりの地で、見所満載の地方の

中核都市。私も前もってダニア・ゴンザレス教

授にメールで相談したところ、25 日の閉会式の

後は特別な会合はないから、昼食をスキップし

てハバナを出発すれば、４～５時間でサンタク

ララに着けるから、そこで１泊すればいい、と

示唆してくれていた。 

それで私は朝から出かける準備をして、午後

１時に会議場で予約しておいたワゴン車を待つ

ことにした。ワゴン車は妻と娘とをホテルでピ

ックアップして、迎えにきてくれたので、安心

した。ここまでは予定通りうまくいった。 

 

 そこから出発して、ハバナ市街を通り抜けて

東方へハイウエイをひた走り。料金所がある高

速道路ではなく、車通りも少ない。幅の広い道

路は思っていたよりよく舗装されていた。途中

の景色はほとんどサトウキビ畑ばかりで、空は

真っ青の快晴だった。 

途中、ガイドのマリリンさんにいろいろと話

を聞くことができた。キューバでは医療は無料

で、教育も大学まで無料で、識字率は 98％だと

いう。大学教授の月給はいくらかと聞いたら、

7000 ペソで＄35 だという。これはいかにも少

な過ぎるので、あとで調べてみると、＄280 ぐ 

らいかなと思う。途中 1 回休憩して、午後 5 時 
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ごろホテルに無事着いた。黄昏時になっていた。 

 ホテルは、草葺き屋根の民家風の個室が広い

敷地に点在している形式で、樹々に囲まれた長

閑な雰囲気の気持ちのいい静かな場所であった。

我々の棟だけ 2 階建てで、階下に私と妻が 2 階

に娘が泊まることにした。洗面所、トイレなど

の設備はホテル並みだった。 

 

 夕食は別棟の広い食堂で、大勢の外国人の宿

泊客でいっぱいだった。バイキング形式で、食

事中多少がやがやしていたが、若い女性のヴァ

イオリニストの演奏がおこなわれていた。 

 

カストロの死 

 

 夜中の 2 時ごろ、娘が突然入ってきて、大変

だという。カストロが昨夜亡くなったというニ

ュースで、早速テレビをつけ、CNN を見ていた

ら、運動家 FIDEL CASTRO DIES AT 90 という

見出しで、カストロにまつわるさまざまな写真

が次から次へと映し出されている。またキュー

バ革命で逃亡してマイアミで暮らす人達が大勢 

道へ出て驚喜している様子も映し出されていた。

しばらくの間、驚きの目で画面に釘付けになり、

呆然だった。 

 

 

 弟のラウル・カストロ現議長が、明日から 9

日間国民一同は喪に服して、劇場や演奏などは

すべて中止して静かにするように、という声明

を読み上げた。 

したがってわれわれのマリエラ・カストロさ

んとの約束も宙に浮いた形となってしまった。

彼女もハバナへ急行したに違いないし、予定の

講演も中止になることは確実になった。 

 翌朝、ガイドのマリリンさんがやって来て、 

困りましたね、どうしましょう。だけれども一

応文化会館に行ってみましょう、ということに

なった。町の中心広場から少し横道に入ったと

ころにその文化会館はあった。扉は開いていて

中に入ると閑散としていた。マリエラさんの講

演はキャンセルとなったが、彼女の活動の支援

者らしい 10 人ばかりの人たちが中庭に集まっ

て静かに話をしていた。 

 

 妻と娘は彼らとしばらくマリエラさんのこと

や差別を受けている LGBTI の人たちを救うた

めの活動などの話をしていた。マリエラさんに

渡すために持ってきた日本の資料などを手渡し

て、よろしく伝えてほしいと言い残して彼らと

別れた。 
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その間私はその中庭に腰を下ろしてスケッチ

を 1 枚描いた。その文化会館は古い煉瓦造で、

中庭は周囲を煉瓦の壁で囲まれており、中央に

大きな古木があり、中庭に面してベランダのあ

る 2 階がある。その向こうにはカフェもあって、

玄関に通じている。なかなかうまい空間構成だ

と思った。 

 

文化会館の近くに広い市民広場があり、そこ

が市の中心部らしく、沢山のベンチに大勢の人

が普段着で腰掛けてゆっくり休んでいる。自動

車は少なく、自転車の後ろに簡単な屋根のある

座席をつけた簡易タクシーが走っている。 

 

 

広場の周囲にはスペイン植民地時代に建てら

れたとみられる立派な建築が並んでいた。 

ゲバラ霊廟 

 

ンタ・クララはこの地方の州都で、

24 万人が住み、砂糖、煙草の集散地

であるが、エルネスト・チェ・ゲバ

ラが中心となって開放した都市として知られる。

その記念として建てられたゲバラ司令官の霊廟

を訪れる人が多いというので、ハバナへの帰り

道にあるその霊廟広場を案内してもらった。 

灼熱の太陽が非常に大きい広場を照りつける

中、ゲバラの像の前まで来てみると、巨大な壁

に戦闘の様を描いたレリーフがデンと構えてい

る。休憩所の店で本を買い、ゲバラは現地では

何と発音するかと聞いたら、ゲヴァーラと発音

してくれだ。 

ゲバラは、1928 年アルゼンチン生まれの革命

家、政治家で、医者でもあり、カストロと共に

キューバのゲリラ指導者で、1959 年にキューバ

革命を成功させた人物。世界中を駆け回り、最

後にボリビアで革命活動に失敗し、39 歳で銃殺

刑を受け死亡した。 

 

 霊廟の内部には入る余裕がなく、ハバナへ元

来た道を戻ることにする。途中休憩所に立ち寄

って美味しいキューバのコーヒーを味わった。 

 

革命広場 

 

天には恵まれていた。ハバナ市内に着

いてまだ夕暮れまでには間があった

ので、革命広場に立ち寄ってみた。政

府のビルの大きな壁面にゲバラの肖像が、別の

ビルの壁面にもう一人の革命家シエンフェゴス

の肖像が壁面から浮き出したように一筆書きの

サ 

晴 
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ような線画で描かれている。重要な集会にはこ

の大広場が大勢の人で埋め尽くされるという。 

 

 

 シエンフェゴスCamilo Cienfuegosは 1932年

ハバナで生まれたキューバの革命家で、無政府

主義者であった。キューバ革命を主導した重要

人物の一人として崇められている。革命が成立

した 1959 年にセスナ機の事故で死亡したとさ

れる。 

この広大な広場には国の大きな行事があると

きには大勢の人で一杯になるという。しばらく

滞在したあと、ホテルへ戻り、運転手のロメオ

とガイドのマリリンさんにお礼を述べて別れた。 

 

帰国の途に 

 

朝 7 時発のフライトだったので、そ

の日の夕食はホテルで簡単に済ませ、

荷物を纏めて朝 4 時に起きた。チェ

ックアウトには多少時間がかかったが、ホテル

のコンピューターシステムは正常に働いていた。

空港のチェックインでも、念のためスーツケー

スに貼り付けるタグを確認しておいた。トロン

トでニューヨークへ戻る娘と別れ、予定通り 28

日の朝、羽田に着いた。 

 ハバナでの国際会議出席・発表が主な目的で

あったが、妻が自身の調査のためにサンタ・ク

ララへ行くことになり、娘がハバナでヴァイオ

リンリサイタルを開くなど、多角的な旅となっ

た。旅行としては有名な世界遺産の街トリニダ

を見ずに終わったのは残念であった。 

 特にカストロ前議長の死去という時機に居合

わせたことも、後になって思い出に残る経験と

なった。社会主義国家として GNP 世界第 2 位

の中国との差異は余りにも大きいのを実感した

が、これを機に今後キューバがどのように変わ

っていくのか注視したいと思う。 

 弟のラウル・カストロ議長がアメリカとの国

交回復を実現したことは、カストロ前議長の基

盤がやや軟化した一つの兆候であろう。その国

交回復の後に日本人のキューバ旅行客が増した

らしいが、キューバ人から見ればアメリカ人以

外の外国人とは一様に仲良くしていたのだとい

うことが分った。逆に今でもアメリカとだけは

仲良くできないという風潮があると感じた。今

なおグァンタナモにGitmoと呼ばれる米軍基地

と捕虜収容所があり、アメリカの航空会社はま

だキューバに乗り入れていない。 

 

蛇足 

 

 絵の道具は持参したが、描く時間があまりな

かった。また、iPhone で写真を沢山撮る積りだ

ったのに、初日の晩に変なところに触ったらし

く、iTunes のマークと Restore の表示だけが出

て回復不能になってしまった。会議場で親切な

イギリス人が Mac を持っていて、そこに携帯を

ワイアで繋いで回復を試してくれたが、うまく

いかなかった。その上、別に持った来たカメラ

の電池の充電器を持ってくるのを忘れ、予備の

電池 1 個も大事に使っていたが、撮った写真が

全部青っぽくなっていて後日の補正も十分でき

なかった。携帯の方は帰国後自分の Mac で復元

することができて、内容も幸い失われずに済ん

で助かった。 

 

翌 



 

129 

 

 

 

 


